
14広報とよはし  平成 28 年 2月15日

どなたでも主な対象 女性 男性 子ども 高齢者 障害者 事業 育児 催しの開催期間中でも、施設の休館日などが
あります。詳細はお問い合わせください。

相
　
　
　
談

募
　
　
　
集

情
報
あ
れ
こ
れ

楽
し
む
・
学
ぶ

支
援
・
医
療

楽
し
む
・
学
ぶ

情
報
あ
れ
こ
れ

情
報
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

防
火
の
習
慣
を
身
に
付
け
よ
う

こ
ん
ろ　 

使
用
中
に
離
れ
る
時
は
、
必 

ず
火
を
消
す

た
ば
こ　
灰
皿
に
は
水
を
入
れ
、
寝
た

ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い

ス
ト
ー
ブ 　
燃
え
や
す
い
も
の
を
近
く

に
置
か
な
い

防
火
の
対
策
を
し
よ
う

火
災
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止

め
る
た
め
に
、
次
の
住
宅
用
防
災
機

器
な
ど
を
積
極
的
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器 　
火
災
の
発
生

を
い
ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ
し
て
、
知
ら
せ

ま
す
。
市
内
で
は
住
宅
用
火
災
警
報

器
を
設
置
し
て
い
た
お
か
げ
で
火
災

を
未
然
に
防
い
だ
り
、
ぼ
や
で
済
ん

だ
り
し
た
も
の
が
昨
年
1
年
間
で
9

件
あ
り
ま
し
た
。
一
般
住
宅
で
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
場
所
は
、
寝

室
・
階
段（
2
階
以
上
に
寝
室
が
あ
る

場
合
に
必
要
）・
台
所
で
す
。
設
置
義

務
化
か
ら
間
も
な
く
10
年
に
な
り
ま

す
。
電
池
切
れ
の
お
そ
れ
も
あ
り
ま

す
の
で
、
こ
の
機
会
に
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
点
検
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

防
炎
品（
カ
ー
テ
ン
、
じ
ゅ
う
た
ん
、

ふ
と
ん
な
ど
）　
火
が
触
れ
て
も
燃
え

に
く
い
特
長
を
も
っ
て
い
ま
す

安
全
器
具　
安
全
装
置
が
つ
い
て
い
る

暖
房
器
具
と
調
理
器
具
で
火
災
を
未

然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す

住
宅
用
消
火
器　
火
災
の
初
期
消
火

に
効
果
を
発
揮
し
ま
す

※ 

市
の
職
員
、消
防
署
員
が
販
売
・
点

検
を
行
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。悪

質
な
訪
問
販
売
・
点
検
に
ご
注
意

く
だ
さ
い

放
火
さ
れ
に
く
い
環
境
を
つ
く
ろ
う

◦ 

建
物
周
囲
に
は
、
燃
え
や
す
い
物

を
置
か
な
い

◦ 

ご
み
は
決
め
ら
れ
た
日
の
朝
に
決

め
ら
れ
た
場
所
に
出
す

◦ 

物
置
、
車
庫
に
は
、
き
ち
ん
と
施

錠
す
る

主
な
事
業

■
わ
い
わ
い
消
防
広
場

と
き　

2
月
21
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

1
時　

と
こ
ろ　

向
山
緑
地
内
梅
林
園

（
う
め
ま
つ
り
会
場
内
）　

内
容　

消
防

本
部
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ヒ
ケ
ッ

シ
ー
」・
消
防
団
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー「
ワ
ッ
ト
く
ん
」と
の
写
真
撮
影

コ
ー
ナ
ー
、
消
防
音
楽
隊
と
ホ
ワ
イ
ト

シ
ー
ガ
ル
ズ
に
よ
る
演
奏
・
演
技
な
ど

■
そ
の
他

◦ 

市
内
一
斉
に
サ
イ
レ
ン
吹す

い
め
い鳴（

午
後

8
時
）

◦ 

高
齢
者
世
帯
な
ど
の
防
火
診
断

◦ 

消
防
訓
練
・
防
火
査
察

老
朽
化
し
た
消
火
器
の
廃
棄
に
つ
い
て

■ 

廃
消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム

の
活
用

廃
消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
に

よ
り
、
ど
の
メ
ー
カ
ー
品
も
市
内
に

15
か
所
あ
る
特
定
窓
口
で
回
収
で

き
ま
す
。
消
火
器
を
廃
棄
す
る
際

は
、
豊
橋
消
防
設
備
業
者
窓
口
代
表

（
東
海
消
防
設
備
㈱
☎
48
・
５
６
１

１
）
の
ほ
か
、
お
近
く
の
消
火
器
販

売
業
者
や
各
消
火
器
メ
ー
カ
ー
へ
問

い
合
わ
せ
る
か
、
㈱
消
火
器
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.ferpc.jp/

）
で
取
扱

事
業
所
を
確
認
し
て
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。

■
消
防
署
で
の
回
収

と
き　

2
月
27
日
㈯
〜
3
月
7
日
㈪

※
市
役
所
予
防
課
は
土
・
日
曜
日

は
不
可　

と
こ
ろ　

市
内
各
消
防
署
、

市
役
所
予
防
課（
西
館
5
階
）　

対
象　

持
ち
込
み
可
能
な
粉
末
消
火
器（
個

人
所
有
の
10
型
以
下
の
も
の
。
大
型

は
不
可
）　

費
用　

1
本
1
千
円（
リ

サ
イ
ク
ル
シ
ー
ル
が
貼
り
付
け
さ
れ

て
い
る
消
火
器
は
５
０
０
円
）

昨
年
、
市
内
で
は
１
０
９
件
の
火
災
が
発
生
し
、
そ
の
う
ち
58
件
が
住
宅
を
含
む
建
物
火
災
で
し
た
。
火
災
全
体
の
出
火
原
因
を
み
る
と
、
放
火（
疑

い
を
含
む
）、
た
ば
こ
、
た
き
火
が
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
住
宅
火
災
で
は
放
火（
疑
い
を
含
む
）、
た
ば
こ
、
こ
ん
ろ
が
出
火
原
因
の
上
位
を
占
め

て
い
ま
す
。
火
災
を
減
ら
す
た
め
、
次
の
こ
と
な
ど
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動　
3
月
1
日
㈫
～
7
日
㈪

 
無
防
備
な　
心
に
火
災
が　
か
く
れ
ん
ぼ （
平
成
27
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語
）

問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
予
防
課

 

（
☎
51
・
３
１
１
５
）

わいわい消防広場のようす

消防訓練のようす
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豊橋市の人口と世帯
（平成 28 年 1月1日現在）

●人口　378,485 人（前月比 1 人減）
　　　 ［男190,011 人／女 188,474 人］
●世帯　152,968世帯（前月比72世帯増）
※このうち外国人は 14,079 人／ 7,023 世帯

今月の納税
固定資産税　第 4 期分
国民健康保険税　第 8 期分
納期限　2月29日㈪
早めにお近くの金融機関、ゆうちょ銀行・郵便局ま
たはコンビニエンスストア（バーコード印字のある
納付書のみ）で納めましょう。納税には手間のかか
らない口座振替の制度が便利です。
問い合わせ：納税課（☎ 51・2235）

豊橋市内の平成27年12月の交通事故（人身）

［　］は平成26年12月、（　）は平成27年の合計
●件数 264 件 ［290 件］ （ 3,000 件）
●死者 0 人 ［　3 人］ （ 　　8 人）
●傷者 338 人 ［341 人］ （ 3,806 人）
歩行者は、夕暮れ時の外出では
明るい色の服装と反射材を身につけましょう
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わ
く
わ
く
活
動
ひ
ろ
ば

　　　　豊橋市では、みなさんからの寄附などによるトヨッキー基金（市民協働推進基金）から、社会に役立つ活動に市民協働推進補

　　　　助金を交付しています。この補助金によるNPOや自治会などの活動を紹介します。

二
川
さ
く
ら
守
の
会

トヨッキー基金への寄附は、随時受け付けしています。この基金への寄附は税金の優遇措置があります。
詳細は市民協働推進課（☎51・2483     http://www.city.toyohashi.lg.jp/5230.htm）

［寄附累計］
 　6,889,652 円（平成 19 年度から）
 　　  439,240 円（平成 27 年度受入分）

　

桜
の
寿
命
は
60
年
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

が
、手
入
れ
を
す
れ
ば
１
０
０
年
、２
０
０

年
と
生
き
ら
れ
ま
す
。
戦
後
に
植
え
ら
れ

た
桜
の
多
く
は
手
入
れ
が
さ
れ
て
お
ら
ず
、

元
気
が
な
く
色
々
な
病
気
に
か
か
っ
て
い

ま
す
。
二
川
の
梅
田
川
の
桜
も
例
外
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
は
二
川

さ
く
ら
守
の
会
を
立
ち
上
げ
、
梅
田
川
の

桜
を
元
気
に
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
の
市
民
協
働
推
進
補
助
金

（
つ
つ
じ
補
助
金
）で
、
11
月
15
日
㈰
に「
第

2
回
秋
の
さ
く
ら
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま

し
た
。「
秋
な
の
に
さ
く
ら
…
？
」
と
思
う

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
さ
く
ら

ま
つ
り
は
樹
勢
回
復
作
業
を
イ
ベ
ン
ト
化

し
た
活
動
で
、
1
日
か
け
て
剪せ

ん
て
い定

や
施せ

ひ肥

な
ど
の
作
業
を
行
い
ま
す
。
今
回
は
地
元

の
方
を
中
心
に
30
人
ほ
ど
の
参
加
者
が
集

ま
り
、
二
川
町
字
東
町
の
梅
田
川
沿
い
の

桜
20
本
を
対
象
に
行
い
ま
し
た
。

　

手
入
れ
の
さ
れ
て
い
な
い
桜
の
木
は
枝

が
伸
び
放
題
で
、
て
ん
ぐ
巣
病
も
多
く

見
つ
か
り
ま
し
た
。
て
ん
ぐ
巣
病
は
伝
染

病
で
、
こ
の
部
分
に
は
花
が
咲
き
ま
せ
ん
。

空
気
感
染
を
す
る
の
で
枝
を
切
り
、
切
り

口
に
薬
を
塗
り
防
腐
処
理
を
し
ま
す
。
次

に
施
肥
を
行
い
ま
す
。
木
の
周
り
に
8
か

所
ほ
ど
穴
を
掘
り
、
そ
こ
に
固
形
肥
料
を

入
れ
、
堆
肥
を
混
ぜ
た
土
で
埋
め
ま
す
。

　

1
日
の
作
業
が
全
て
終
わ
る
と
、
み
な

さ
ん
か
ら
「
楽
し
か
っ
た
！
桜
が
咲
く
の

が
楽
し
み
だ
ね
。
4
月
に
は
お
花
見
会
だ

ね
。」と
言
っ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　

12
月
に
は
二
川
小
学
校
南
校
舎
の
桜
へ

の
施
肥
を
、
二
川
小
学
校
4
年
生
と
一
緒

に
行
い
ま
し
た
。
と
て
も
硬
い
土
で
し
た

が
、
子
ど
も
た
ち
は
道
具
を
工
夫
し
掘
っ

て
い
き
ま
し
た
。
で
き
た
と
き
の
達
成
感

が
嬉
し
か
っ
た
よ
う
で
、
時
間
い
っ
ぱ
い
ま

で
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
の
活
動
を
さ
ら
に
進
め
、
桜

が
枯
れ
て
し
ま
う
前
に
樹
勢
回
復
が
で
き

る
よ
う
、
楽
し
み
な
が
ら
、
ふ
る
さ
と
の

桜
を
元
気
に
し
、
街
の
活
性
化
に
繋つ

な

げ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

二
川
さ
く
ら
守
の
会
代
表　

梅
岡（
☎
41
・
０
４
９
２
）

秋のさくらまつりのようす

	とよはし健康マイレージ
まいか・記念品応募締切間近です

平成 27 年 11月1日㈰～平成 28 年 2月

29日㈪に貯めたポイントと、優待カード

「まいか」・記念品の交換の応募は3月

11日㈮で締め切りとなり、貯めたポイン

トはリセットされます。次期は3月1日㈫

からスタートし、使用するチャレンジシー

トは、2月22日㈪以降に保健所・保健

センター（中野町字中原「ほいっぷ」内）、

市役所じょうほうひろば（東館1階）、各

窓口センターなどで配布します。

問い合わせ：健康増進課（☎39・9145）

	芦原小学校内児童クラブを
風水害時の第一指定避難所に指定します

市では風水害などの自然災害に備える

ため、4月1日㈮から芦原小学校内児童

クラブ（芦原町字嵩山地）を風水害時の

第一指定避難所として新たに指定します。

問い合わせ：防災危機管理課（☎ 51・

3116）、福祉政策課（☎51・2363）

	小規模修繕契約希望者は
登録手続きをしてください

対象：平成28・29年度（平成28年4月1

日～平成30年3月31日）に市の発注す

る小規模で、軽易な施設修繕の見積参

加を希望する方　申し込み：3月1日か

らの月～金曜日（祝・休日、年末年始を

除く）午前8 時30 分～午後5 時15 分に申

請書類を市役所契約検査課（東館 3 階

☎51・2156）※申請書・申請要領は契

約検査課、ホームページ（http://www.

city.toyohashi.lg.jp/7388.htm）で配布


